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名
・園
「可
月
亭
」
復
活
に
汗

江
戸
期
に

Ｘ
ム
津
三
庭
園
」
と
た
た
え

」
一
破
貯
峰
『
曝
轍
麟
潮
麻
鐵
獅
印
林
韓

京
都
の
造
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
同
グ
ル
ー
プ
は
「
」

れ
ま
で
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
庭
園
が
埋

も
れ
て
い
た
の
が
惜
し
い
」
と
語
り
、
名

園
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

可
月
事
は
旧
商
家
塁
野
家
の

庭
園
。
会
津
藩
の
御
薬
園
を
造

っ
た
小
堀
逮
州
流
の
園
匠
が
改

修
し
、
藩
主
も
狩
り
の
際
に
体

憩
し
た
と
さ
れ
る
。
現
在
は
周

辺
開
発
で
規
模
が
縮
小
し
た

が
、
池
や
庭
木
な
ど
が
当
時
の

ま
ま
残
る
。
近
年
は
手
入
れ
が

行
き
届
か
ず
、
雑
木
が
茂
っ
た

り
池
の
水
が
抜
け
る
な
ど
荒
廃

し
て
い
た
。
星
野
家
生
ま
れ
の

福
島
大
名
誉
教
授
の
塁
野
洪
二

さ
ん
（６９
）＝
福
島
市
＝
が
整
備

を
決
意
し
、
知
人
を
通
し
て
同

グ
ル
ー
プ
に
協
力
を
要
請
。
２

０
■
３

（
平
成
２５
）
年
か
ら
竹

垣
の
整
備
や
庭
木
の
枝
切
り
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

今
回
は
５
度
目
の
整
備
で
、

６０
～
７０
代
の
メ
ン
バ
１
７
人
が

訪
れ
、
主
に
池
の
周
囲
を
朧
う

石
積
み
の
修
繕
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
代
表
の
河
瀬
直
さ
ん

（７．
）は

「庭
園
整
備
は
終
わ
り

が
な
い
。
可
月
事
の
整
備
が
引

き
継
が
れ
る
よ
う
願
う
」
と
語

っ
た
。
轟
野
さ
ん
は

「
可
月
亭

を
次
代
に
伝
え
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
し
た
。

一
般
公
開
を
計
画

塁
野
さ
ん
や
市
民
有
志
は
、

同
市
城
西
地
区
の
歴
史
的
な
地

域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
に
向
け

「城
西
界
隈
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」を
２
月
に
発
足
。

こ
れ
ま
で
非
公
開
だ
っ
た
可
月

事
を

一
般
公
開
し
て
市
民
の
憩

い
の
場
に
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。
観
覧
は
事
前
予
約
が

必
要
。
問
い
合
わ
せ
は
塁
野
さ

ん

（電
話
０
７
０

・
５
６
２
０

一
２
９
８
５
）
へ
。

可月事の整備に取り組むメンバーと
塁野さん (後夢じ左から 2人目 )

東京の有志ら


